
エアーアイロン カール編
エアーアイロン・スタンダードでナチュラルなストレートからニュアンスカールを施術する場合のプロセスです。
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1液塗布

ビーワンバランスと1剤を5：5（基準）で混合したものを塗布してコーミング

テストカール

2液塗布

プレーンリンス
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▼

▼

ロッドをはずして髪の状態をチェック

リンスやトリートメントを使用する場合はビーワンバランスまたはビーワンサポートに混ぜて使用。

セットアップ ビーワングレースを50プッシュ以上塗布してブロー

▼

薬剤によっては髪がほとんど軟化しない場合があるのでロッドを1本巻く
毛先のダメージ部分にはビーワンサポートやビーワンバランスと混合したPPTなどを塗布。

カールを出したい部分は大まかにピンカールをしてから2液を塗布して下さい。

ビーワンバランス塗布

▼

ビーワンバランスをスプレーで塗布

水に濡れた状態でコーミングをしてまっすぐになる髪の場合は、ウェーブパーマ用のチオグリコール酸を使用し、
コーミングをしてもウェーブが出る髪の場合は、ストレート剤や縮毛矯正剤を使用して下さい。
※ビーワンバランスと1剤の比率は5：5でなくても結構です。髪質や損傷の程度に合わせて比率を変更して下さい。
アイロンに角度（0～90度）を持たせながらゆっくりスルーするだけで、ストレートからカールが自由に作れます。
毛先のダメージ部分はコームを添えてテンションをかけず、2秒間に1cmくらいのスピードでスルーして下さい。
2液を塗布した後はコーミングをしないで下さい。
※ビーワンユニティーと2剤の比率は9：1でなくても結構です。
ウェーブダウンが気になる場合は2剤の比率を多くするか、2回塗布することをお勧めします。

※過酸化水素系の2剤の場合は固形物が生じることがありますのでご注意下さい。
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シャンプー～プレ処理

▼

Ｐ3～4を参照

ヘアーリフォーマー

▼

ヘアーリフォーマーとラップまたはヘアーキャップにて放置
放置時間などについては薬剤の使用法に準じて下さい。

ヘアーリフォーマー ヘアーリフォーマーとラップまたはヘアーキャップにて放置
放置時間などについては薬剤の使用法に準じて下さい。

プレーンリンス

▼

カールを強く出す場合は軽くすすぐこと。

タオルドライ

▼

アイロン操作が終わるまで、カールを出したい部分のウェット状態を均一に保つこと。

エアーアイロン

▼

エアーアイロンを180℃に設定し、スライス幅を1～2cmに取りながらスルー

▼

ビーワンバランス
50cc

1剤
50cc 100cc＋ ≒ビーワンオール

（～10cc）＋例

ビーワンユニティーと2剤を9：1（基準）で混合したものに、ビーワンオールを全量の10％を
上限に添加したものを塗布

ビーワンユニティー
90cc

2剤
10cc 100cc＋ ≒ビーワンオール

（～10cc）＋例


